
主要見本市では各社の成長戦略が明らかに
（ ）

工作機械産業

工作機械産業特集

未来の成長目指し攻めの姿勢に転換
新
た
な
加
工
方
法
・
加
工
技
術
に
対
応
し
た

工
作
機
械
が
求
め
ら
れ
て
い
る

経験と実績を生かして

　
日
本
の
工
作
機
械
産
業
が
新
た

な
成
長
に
向
け
て
、

攻
め

の
姿

勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
急
減
し
た
受

注
環
境
は
、
新
興
国
市
場
の
需
要

の
高
ま
り
を
受
け
て
大
き
く
好

転
。
新
興
国
の
需
要
は
引
き
続
き

継
続
し
て
お
り
、
こ
れ
に
欧
州
、

米
国
、
日
本
な
ど
先
進
国
市
場
も

復
調
し
て
く
る
様
相
だ
。
環
境
が

好
転
す
る
中
、
い
よ
い
よ
日
本
の

工
作
機
械
産
業
の
次
の
一
手
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会

日
工

会

が
ま
と
め
た
２
０
１
０
年
受

注
実
績
は
前
年
比
２
・
４
倍
の
９

７
８
６
億
円
で
３
年
ぶ
り
増
加
に

転
じ
た
。
特
に
目
立
つ
の
が
中
国

の
伸
長
。
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
地
域

の
外
需
全
体
に
占
め
る
比
率
は
、

初
め
て
６
割
を
突
破
し
、
存
在
感

が
増
し
て
い
る
。
日
工
会
で
は

年
の
受
注
見
通
し
を
１
兆
１
０
０

０
億
円
と
し
、
３
年
ぶ
り
に
１
兆

円
の
大
台
回
復
を
見
込
む
が
、
ア

ジ
ア
な
ど
外
需
主
導
の
回
復
と
い

う
構
図
は
継
続
す
る
。

　
特
に
中
国
で
は
電
機
・
Ｉ
Ｔ
分

野
で
Ｅ
Ｍ
Ｓ

電
子
機
器
の
製
造

受
託
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
投
資
意

欲
は
旺
盛
で
、
自
動
車
・
建
設
機

械
向
け
の
需
要
も
好
調
が
続
く
。

短
納
期
、
低
価
格
な
ど
市
場
の
競

争
環
境
は
厳
し
い
も
の
の
、
高
品

質
を
特
徴
と
す
る
日
本
の
工
作
機

械
産
業
へ
の
要
求
も
強
い
。
こ
の

傾
向
は
ア
ジ
ア
全
体
に
拡
大
し
て

い
る
。

　
一
方
、
先
進
国
市
場
で
は
新
技

術
開
発
に
注
目
だ
。
航
空
機
関
連

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、
医
療
分
野

な
ど
新
し
い
産
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド

が
伸
長
し
て
い
る
。
超
精
密
・
微

細
加
工
や
大
型
加
工
、
ま
た
複
雑

形
状
品
や
難
加
工
材
な
ど
新
し
い

加
工
テ
ー
マ
が
次
々
と
生
み
出
さ

れ
て
い
る
。

　
特
に
環
境
対
応
が
社
会
・
経
済

の
基
礎
と
な
る
中
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
や
省
資
源
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
モ
ノ
づ
く
り

の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
新
た
な
加
工
方
法
・
加
工
技

術
、
新
素
材
な
ど
従
来
の
工
作
機

械
で
は
対
応
で
き
な
い
領
域
が
広

が
っ
て
い
る
。

　
ま
さ
に
変
化
の
時
代
で
あ
る
。

同
時
に
変
化
へ
の
対
応
は
日
本
の

お
家
芸

で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
と
実
績
が
新
時

代
へ
の
カ
ギ
と
な
る
。
昨
年
秋
の

「
日
本
国
際
工
作
機
械
見
本
市

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０
１
０

」

で
も
そ
の
一
端
が
垣
間
見
え
た
が
、

今
秋
の
欧
州
国
際
工
作
機
械
見
本

市

Ｅ
Ｍ
Ｏ
２
０
１
１

」
で
は

よ
り
鮮
明
と
な
り
そ
う
だ
。
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
日
本
の
工
作
機
械

産
業
が
世
界
で
注
目
さ
れ
て
い

る
。

３月１７日 （木曜日）
　　　（ ）

２０１１年 平成２３年


